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Short Article





「挿入」→「図」→「オートシェイプ」→「基本図形」で，該当する枠を選ぶ．図形上でマウスの右クリック，「オートシェイプの書式設定」で「サイズ」を高さ8mm，幅18mmとする．同様に「テキストの追加」で文字列を書き込む．文字はMS Pゴシック，9pt，太文字で，上下左右センタリングする．





「挿入」→「テキストボックス」→「横書き」で，枠を作成し，枠線上でマウスの右クリック，「テキストボックスの書式設定」で「サイズ」を高さ80mm，幅170mmとする．枠内のテキストは，全てテキストボックス内に入力する．このサイズが，掲載時に1論文が占める大きさになるので，行数が多くなった場合，この枠に収まるように空白行の行間隔を調整する．
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速報の場合はこちらを使用．


「サイズ」を高さ8mm，幅22mm．
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